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1 月29 日 第一次大戦期のおけ る対外政策の構
造変化について古屋哲夫
2 月5 日 「 日本植民帝国」 と東ア ジ ア
山本有造
2 月 19 日 日本綿業の発展に果た し た 「ア ジ ア
域内貿易」商の役割龍谷直人
3 月4 日 明治初年の外征論 落合弘樹
2 月18 日 幕末の尊棲論と尊撞派 佐々木元
日・中・朝間の相互認識と誤解の表象






















8 月20 日 認識 と誤解をめ ぐ る課題と方法につ
いて山室信一
6 月24 日 日朝相互認識を ど う み る か ? 共
同研究班の方向づけをめぐって一
ロナノレド・トビ
9 月30 日 近代におけ る 日本人の中国旅行記
ジョシュア・ A・フォーゲル
10月14 日 明治前期 日本の華僑観 龍谷直人
10月28 日 シ ン ポ ジ ウ ム検討会 シ ン ポ ジ ウ
ムと班員のテーの設定一
11月11 日 親 日派 ・ 対日協力者の論理と 日本認
識水野直樹




























1 月10 日 訪台報告 松本
「満州国」の農業関連金融安冨




4 月24 日 報告論文集につ いての打合せ 全員




6 月5 白 書評 ・ 西村成雄 『張学良J 山本
1940年代台湾工業論 山田
6 月26 日 戦時期 フ ィ リ ピ ン にお け る 日本軍政
の調査活動盛田
満州鉄鋼業の戦後復興松本




















の会合も， 97年度中に何回か行な う 予定であ る 。
1996年
1 月31 日 逸話の時代 青木
2 月9 ・ 10 日 注釈漂荒記事原稿検討 粛藤 ほ
か
3 月6 日 二葉亭四迷 《あ ひび き 》 か ら 木村
4 月24 日 幕末明治の イ ソ ッ プ物語 谷川
5 月15 日 幕末明治の イ ソ ッ プ物語(II)
《司"蒙話草》から一粛藤
6 月5 日 漂荒記事の ト ポ ス 粛藤
6 月26 日 く婦女童蒙〉 か ら く国民〉 へ 平田
7 月 10 日 境界 と し ての く家庭小説〉 飯田
7 月17 日 〈衛生〉 の ま な ざ し
成田龍一(ゲスト)
9 月18 日 二葉亭訳 《あ ひび き 〉 の底本の確定
と翻訳分析木村
10月 9 日 〈五族協和〉 の中の く言語〉 一 〈満
州国〉言語政策一安田敏朗
10月30 日 西洋人に よ る漢字金属活字の開発 と
その伝播鈴木
11月 20 日 鴎外漁史と はだれぞ 一 雅号か ら筆
-172
量 報
文久 3年 8月 18日政変と薩摩藩
佐々木
5 月31 日 密偵荘村省三と平安土族 落合
6 月28日19世紀地域社会と 「古代」 情報
鈴木
7 月 19 日 明治14年政変直前期におけ る政府 と
新聞鈴木
9月27 日 近世後期におけ る薩長 「藩祖」 調査
岸本
10月11 日 王政復古と薩摩藩 佐々木
11月15 日 新政反対一撲と情報 谷山





























4 月 26 日
名へ
12月4 日 一葉 《十三夜》 をめ ぐ っ て
太田路枝







































































1 月 22 日 象徴主義の生理学 ヴ ァ レ リ ー
ノレーセル，シュールレアリスムー←
多賀
2 月5 日 美学成立期における象徴概念 小田部
2 月 19 日 詩の言語と晦渋 さ 一 象徴主義の表
現と受容をめぐって宇佐美
3 月4 日18世紀におけ る記号と表現 小西
3 月18 日 研究成果報告書の と り ま と め今後の
研究会の運営について
4 月15 日 ジ ュ ー ル ・ ルナ ー ル と象徴主義
柏木(隆)
5 月 13 日 フ ロ ー ベ ー ル と象徴主義
柏木(加)
6 月 27 日Carl Nielsencommesymbole
national MetteHjort
6 月 10 日 ゾ ラ と象徴主義一 『夢』 を中心に し
て一吉田(典)




7 月8 日 ジ ョ ヴ ァ ン ニ ・ パス コ リ0856
1912) にお け る象徴主義 小林
9 月 21 日Musique etSymbolisme
ドゥヴォ­
10 月 7 日 原稿検討会 (1 ) 吉田 (城) ，丹治
の原稿土倉，多賀
10 月21 日 原稿検討会 ( 2)三野，宇佐美の原
稿丹治，松島
11月11 日 原稿検討会 ( 3)柏木(加) ，田口
の原稿)宇佐美，小西
11月25 日 原稿検討会(4 )小山，内藤の原稿
原田，森本
12月9 日 原稿検討会 ( 5)上倉，吉田(典)
の原稿小山，宇佐美





















手IJ之 ， 山森良枝 (神戸大) ，宮脇幸生(大阪府立大)
1996年
1 月29 日 情報 ・ 規則 ・ レ リ パ ン ス 木村
3 月11 日 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の境界 細馬
4 月8 日 総説 谷
4 月 22 日 原稿検討会 全員
5 月13 日 原稿検討会 全員
5 月27 日 社会的エ ー ジ ェ ン ト と コ ミ ュ ニ ケ ー
ション片桐(ゲスト)
6 月10 日 原稿検討会 全員
6 月24 日 原稿検討会 全員
7 月15 日 原稿検討会 全員
7 月 22 日 原稿検討会 全員
9 月9 日 原稿検討会 全員
9 月30 日 原稿検討会 全員
10月14 日 原稿検討会 全員
10月 28 日 原稿検討会 全員
11月 18 日 原稿検討会 全員
12月 9 日 原稿検討会 全員
主体・自己・情報構築の文化的特質
班長田中雅一
本研究班では， 1) 近年注 目 さ れつ つ あ る主体
(subject) や 自 己(self) ，行為者 (actor) ，パーソ
ン，エージェント，個人 ( ind iv idual) ，アイデン
ティティ，情動などの概念に着目し，そうした概念
の学説史上の背景と意味を探り， 2) こ れ ら諸概念
の民族誌記述(とくに自省的・実験的民族誌と呼ば
れるもの)における有効性などを批判的に検討する
















2 月5 日 霊媒師と霊童 パプアニ ュ ーギ リ ア ，
ベダムニ族の事例から林
2 月 19 日 風の音を聴け 一 セ ン ト ラ ル ， カ ラ
ハリ，ブッシュマンの性と生今村
3 月4 日 ヨ ハ ン ゴ社会の変容 と女性 窪田
3 月18 日Burdensome Gift:Religious
ExchangeandthePositionof
Nuns 川並
5 月20 日 戦場の叙述 フ ラ ン ツ ・ フ ァ ノ ン
をめぐって冨山
6 月3 日 主体subjectivity のパ ラ ド ク ス
青木
6 月17 日 「人類学の危機J と リ ア リ ズム 的主
体の可能性松田
7 月1 日 <主体>は いか に問われた のか ?
19 世紀人類学の再検討 渡辺
10 月7 日 「発端の闇」 と し ての植民地 カ ー
ゴ・カルトの再検討春日
11 月11 日 サ テ ィ と い う 主体 一 北イ ン ド寡婦
殉死について田中
11 月25 日 移住者の文化と ア イ デ ン テ ィ テ ィ の
重層性在日韓国・朝鮮人の墓を
めぐって李
12 月2 日 異議申 し立て と し て の非婚 ー パ リ
女性の結婚と仕事中谷

























1 月16 日13-14世紀の ヴ ェ ネ ツ ィ ア にお け る
海外居住地と本国のコミュニケーショ
ン高田
1月23日 清代官僚組織内部のコ ミ ュ ニケー シ ョ
ン谷井
2月6 日 戦国期にお け る文化の伝播につ い て
一三条西実隆と空祇を中心に脇田
4 月16 日 記号 と し ての紅茶13植民地 の
Anglicization とde-Anglicization
}I I北
4 月23 日 コ チ ニ ー ル と 「緑の カ ー テ ン 」 一
JamesAnderson の通信網 川島
5 月7 日DNB と女性 お よ び イ ギ リ ス 近代
女性史におけるコミュニケーション
河村
5 月21 日 中世盛期の公会議決議の伝達方法
江川




6 月4 日 中間総括 全員
6 月18 日 広域郵便シ ス テ ム の成立化と ト ゥ ル
ン・ウント・タクシス家
渋谷聡(鳥取大)
6 月25 日 宗教改革の伝播 と 農民戦争 エ ル
ザス地方を中心に渡辺
7 月2 日 帝国プ ロ パガ ン ダ と し ての移民情報
提供活動川本真弘(大阪大・院)




9 月24 日 恋文と新聞の間 一 近世ポ ー ラ ン ド
におけるニュース・メディア小山
10 月1 日 説教壇に登る ま で 一 最近の説教研
究から大黒
10月15 日 中間集団にお け る声 と 沈黙 フ ラ
ンス革命期の民衆協会について
富永
10 月22 日 心中考ー あ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
のかたち横山
11 月 5 日 ピザ ン ツ年代記におけ る情報の加工
井上
11 月19 日 体験教育の功罪 ー ワ イ マ ー ル期の
改革教育学運動佐々木
11 月26 日 中世史と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 服部
12 月3 日 啓蒙期 ド イ ツ の読書協会 と懸賞論文
刑法改革にむけた意見交換・表
明・集約の方法三成
















章 ( x I. 1-128) に焦点を あ て ， 隔週に行われ
る研究会ではテクストの会読形式を中心として研究
が進められている。本年度は12月までに同章X I.
















19 世紀 も後半に入る と ， 今 日 われわれが 「研究者」
と呼びならわしている人々が大量に出現し，さまざ





















1 月19 日 デ、 ュ ルケ ム学派 と社会主義 北垣
2 月23 日18 世紀の植物プ ロ ジ ェ ク ト と 植民地
アメリカ川島
4 月 26 日 研究会の方向をめ ぐ っ て 研究者の
組織化をどう考えるか阪上
5 月17 日 権威と家族 フ ラ ン ク フ ル ト 社会研
究所の共同研究をめぐって (2)上野
5 月31 日 ロ ン ド ン ・ ス ク ー ル ・ オ ブ ・ エ コ ノ
ミクスーその創設をめぐって光永
6 月14 日Arguing overIntentions
p.Livingston
6 月28 日 社会政策学会の成立をめ ぐ っ て
前川
7 月 19 日 ヴ ァ イ マル社会国家 と (性二生) 科
学の制度化川越
9 月20 日 実験と生命 ノ f ス ト ウ ー ル伝説の
解体にむけて(l)富永
10 月11 日 伊藤博文 と国制知 瀧井
10 月25 日 メ デ ィ ア と し ての病院 ベル リ ン ・
シャリテ病院と精神医学山中




11 月29 日 失業 と統計一世紀転換期にお け る フ
ランスでの試み宇城































関する情報は『高僧停J r績高僧侍J r宋高僧侍」 な
どに編纂されている。これらの伝記を班員の専門分
野である歴史，言語，宗教，美術など多角ネ見点をもっ









































「中園技術史の研究 J !c: ~ 1 き続いて ， 1996 年か ら


































































































































1 月20 日 貞室 『かた こ とJ 考 横山
日清戦争記念碑論羽賀
2 月3 日 神道大系本 『箪室内伝」





2 月21 日 神道大系本 『箪室内伝」
「一切不成就日事J ~ I八専之間 日
之事」深津
古代人と眠りシテーガ
4 月 20 日 神道大系本 「重重内伝』
「太歳神前後封位事」藤井(譲)
異性装と御釜西山
5 月11 日 神道大系本 『箪室内伝』
「十三月凶曾日事j三浦
大姐見喜井波




6 月 22 日 神道大系本 『宜室内伝」
「士公変化之事J ~ I追加」 原田
詩人と女仙深津




7 月13 日 神道大系本 『重室内伝」
「土用問日事J ~ I三伏 日事」 金
J心の よ り ど こ ろ
一中国古代の衣の呪術木島
























































郁 夫 樹 進 郎 俊 寛 淡 彦 也 夫 雄 至 郎 京 一 典 昌 樹 司 徹 浩 裕 子 雄 恵 生 毅
忠 直 正 一 典 時 哲 邦 時 達 文 陵 秀 時 茂 晋 禎 陽 史 一 泰
原 川 間 山 南 牧 布 中 村 谷 田 谷 原 波 村 田 井 井 景 山 川 手 井 島 賀 本 木梅 吉 狭 究 来 小 荒 曽 田 森 勝 安 高 富 浅 金 井 岡 武 岩 新 背 船 石 横 谷 木 森 稲 矢
研 と学 、 盤
の
粘 凋 基史 戸 化 教歴 問 ピ 文 仏の 空
4
E と 識
方 究 ・ 究 引 学 唯
究 地 研 昧 術 築 研 均 究 文 る研 西 化 意 技 業 構 的 制 れ 研 論 史 天 け
究 想 北 文 と ・ 織 の 史 法 収 会 学 理 会 る お研 史 恩 陸 承 論 式 式 紡 系 語 の 文 縛 社 古 礎 社 け に度 神 会 大 伝 源 様 様 綿 ド 究 二 一 日 世 金 、 と 考 基 境 お 国制 精 社 亜 の 起 の の の 一 研 の 中 の 説 化 の の 辺 に 中僚 唐 代 ア 代 教 術 築 国 コ 想 本 代 代 小 文 国 学 代 国 ・官 陪 近 ジ 古 仏 美 建 中 字 思 写 古 時 の の 中 科 時 中 ド代 朝 国 ア 国 始 国 国 代 漢 教 埋 国 秦 国 代 代 国 清 代 ン宋 六 中 南 中 原 中 中 近 新 道 敦 中 先 中 清 古 中 明 古 イ
中 国 共 産 主 義 運 動 の 歴 史 と 思 想
宋 元 道 教 研 究
明 清 時 代 の 官 僚 制 度
中 国 中 世 学 術 史 の 研 究
中 国 小 学 史
中 国 仏 教 美 術 の 研 究
前 近 代 朝 鮮 の 政 治 と 社 会
事 業 概 況
夏 期 公 開 講 座
於 本 館 大 会 議 室
← 歴 史 研 究 の 新 し い 地 平
5 日 ア ジ ア の海 と 日本←地域の連鎖のなかで動 く
人 々 を 見 つ め て 龍 谷 直 人
中 国 の 古 代 を 掘 る 一 日 中 共 同 発 掘 の 現 場 か ら
岡 村 秀 典
士 族 は 没 落 し た か ? 落 合 弘 樹
歴 史 に お け る 事 実 と 真 実 一 孫 文 の 三 民 主 義 と
毛 沢 東 の 解 釈 を 例 と し て 狭 間 直 樹
開 所67 周 年 記 念 公 開 講 演 会
1 9 9 6年 1 1月 7日 於 京大会館 1 0 1号室
ロ ー レ ン ツ ・ フ ォ ン ・ シ ュ タ イ ン と 明 治 日 本
瀧 井 一 博
井 波 陵 ー
研 究 成 果 の 刊 行
I 紀 要
人 文 学 報 第7 7 号
生 物 学 至 上 主 義 へ の 道 ひ と つ の 歴 史 観 の た そ が れ 一
佐 々 木 博 光
「 日 本 に お け る シ ュ タ イ ン 問 題 」 へ の ア プ ロ ー チ
瀧 井 一 博
文 化 の 消 費 日 本 民 芸 運 動 の 展 示 を め ぐ っ て
金 谷 美 和
日 中 戦 争 前 の 日 本 の 経 済 外 交 第 二 次 「 日 印 会 商 」
( 1936 ' " ' - '37年) を事例に 龍谷 直人
自 然 言 語 に お け る 量 化 と 否 定 の 相 互 作 用 一 「 シ カ ・ ・ ・
ナ イ 」 構 文 を 例 と し て 一 松 井 ( 山 森 ) 良 枝
人 文 学 報 第78 号
1 6世紀ポ ー ラ ン ド のふたつの戦争論 小山 哲
岩 倉 使 節 団 編 成 過 程 へ の 新 た な 視 点 一 研 究 史 へ の 批
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Naoto KAGOTANI, The Role of Chinese








・鈴木啓司助手(西洋部)は，辞任 ( 3月 31日付)
の上，名古屋学院大学講師に就任。
-稲葉棲(東方部)助手は，辞任 ( 3月 31日付)
の上，龍谷大学助教授に就任。
・三浦園雄大阪市立大学教授は，併任教授(比較文
化研究部門， 4 月1 日 ，..，.，1997年3 月31 日 ) 。
-串田秀也大阪教育大学助教授は，併任助教授(比
較文化研究部門， 4 月 1 日 """ 1 997年 3 月 31 日 ) 0
・岩井茂樹京都産業大学助教授を，当研究所助教授
(東方部)に採用 ( 4月 1日付)。
・北垣徹氏を助手(西洋部)に採用 (5月 1日付) 0
・安田敏朗氏を助手(日本部)に採用 (6月 1日付) 0
・森本淳生氏を助手(西洋部)に採用 (9月 1日付) 0
・田中雅一助教授(西洋部)は，委任経理金により，




収集を行い， 1 月24 日帰国。
-藤井正人助教授(西洋部)は， 1 月8 日大阪発，
fニ ヤ ー ル村周辺に於いてサ ー マ ヴ ェ ー ダ伝承の
現地調査を行い， 1 月30 日帰国。
・高田時雄助教授(東方部)は，文部省科学研究費




COE 経費に よ り ， 2 月24 日 大阪発， ソ ウ ル大学
経済学部に於いて「日韓比較長期経済統計研究会」
に出席， 2 月28 日帰国0
・金文京助教授(東方部)は， 3 月7 日大阪発，
香港中文大学に於いて「卑劇卑曲語文検討会」に
出席・研究発表を行い， 3 月11 日帰国0
・瀧井一博助手(日本部)は，委任経理金により，





館，キール大学に於いて資料調査を行い， 3 月 19
日帰国0
・田中雅一助教授(西洋部)は， 3 月29 日大阪発，
シンガポール大学に於いて「アジアの諸宗教につ
いての日本人による研究をめぐって」ワークショッ
プ参加・研究発表を行い， 4 月1 日帰国0




・岡村秀典助教授(東方部)は， 3 月8 日福岡発，
荊沙市内に於いて湖北陰湘城遺跡の発掘調査を行
い， 4 月10 日帰国0
・岡村秀典助教授(東方部)は， 4 月 19 日大阪発，
荊沙市内に於いて湖北陰湘城遺跡の発掘調査を行
い， 4 月30 日帰国0





と政治哲学」に出席， 5 月22 日帰国。
・藤田隆則助手(西洋部)は， 7 月10 日大阪発， サ
ンパ・リカアンアジア典礼・音楽研究所に於いて
東アジアの歌唱法の比較研究を行い， 8 月 10 日 帰
国。





会出席， 8 月 12 日帰国0
・菱谷邦夫助教授(東方部)は，国際研究集会研究
員派遣旅費により， 8 月 11 日大阪発， 五洲大酒店
に於いて「道家文化国際学術シンポジウム」に出
席， 8 月 1 7 日帰国0
・金文京助教授(東方部)は， 8 月16 日大阪発，
韓山書院に於いて「鏡宗顕学術検討会」に出席・
研究発表，香港大学に於いて香港文学に関する資
料収集を行い， 8 月23 日帰国。
-184-
最-前川和也教授(西洋部)は， 7 月5 日大阪発， 大
英博物館に於いてシュメール模形文字文書の研究
を行い， 8 月24 日帰国0





・荒牧典俊教授(東方部)は， 9 月2 日大阪発， ド
イツ恵光寺日本文化センターに於いて「因果律に
関する仏教シンポジウム」に出席・研究発表，ラ
イデン大学に於いてT . Vetter教授 と 原始仏教に
関する研究討論，ハンフ
Schmi討thausen 教授 と 仏教起源論に関す る 研究
討論，デュッセルドルフ大学に於いて V . Bech教
授と中国における仏教受容に関する研究討論を行
い， 9 月12 日帰国0
・梅原郁教授(東方部)は，文部省科学研究費補




を行い， 9 月 18 日 帰国0
・安冨歩助手(日本部)は，文部省在外研究員旅費
により， 3 月 29 日 大阪発， ロ ン ド ン大学経済学部
に於いて大自由度力学系としての経済の研究を行
い， 9 月27 日帰国0
・高田時雄助教授(東方部)は， 9 月 24 日大阪発，
甘粛工業大学接待中心に於いて「中国敦煙吐魯番
学学術討論会」出席，上海図書館に於いて敦煙関




























































12月27 日大阪発， 中央研究院歴史語言研究所， 故
宮博物院に於いて中国美術資料の収集を行い， 12
月 30 日帰国。
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